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論　　文　　の　　要　　旨
　食塩のようなアノレカリ1ハライドはヨ典型的なイオン結晶で，その基礎吸収帯はほとんど真空紫
外領域にある。またラ吸収端付近はヨ鋭い励起子吸収であることが知られている。この強い励起子
吸収帯の数はラ結晶構造がNaC1型のK玉やR。亙では4本ヨCsα型のCsIやCsBrでは5本である。K亙ラ
R．Iでは，エネルギーの最も低い吸収帯がヨハロゲンP電子でできているF百価電子帯からS電子でで
きたF吉伝導帯への遷移に伴なう励起子吸収であることが定説になっているがヲ他の3本の吸収帯の
中でヨどれがハロゲンP電子でできたF石価電子帯からs電子F吉伝導帯への遷移に伴なう吸収帯（F豆
→F言励起子のスピン軌道分裂した相手）であるかは。20年位前から論争されてきたがヲそれを決定
できる証拠が得られていなかった。またヨCsC1型結晶では事そのエネルギー帯構造は○noderaによっ
て計算されヨ励起子吸収帯の同定もなされているが雪それを証拠だてる実験がなかった。本論文はラ
磁気円二色性スペクトルの測定によってヨ上記の問題を解決したものである。著者は雪真空紫外領
域でも使用できる磁気円二色性（以下MCDと略称ヨ左右円偏光に対する光学濃度の差）スペクトル
を測定できる装置を製作しラシンクロトロン放射光を光源としてヨ上記アルカリ1ハライド励起子
吸収帯のMCDスペクトノレを測定しラその信号よりg一値を求め。その正負からラKI，R．Iでは低エネ
ルギーから第2番目の吸収帯がF言→F言励起子であることを立証しヨCsα型結晶ではヨ励起子吸収帯
の位置とg一値を理論的に計算し，実験結果と比較してよい一致を見た。その結果ヨ後者の励起子吸
収の機構は解明され，○nOderaの帯計算も正しいことが実証された。
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審　　査　　の　　要　　旨
　本論文の成果の第1はヨ真空紫外領域でのMCDスペクトルの測定に成功したことラ第2はNaC玉型
結晶の励起子のスピン軌遺分裂による二本の吸収帯を確定したことヨ第3はCsα型結晶の励起子吸
収帯の同定を確実にしたことである。著者は実験のみならず，理論的計算においても、CsC1型の5
本の励起子吸収のエネルギー位置やg一値を正しく計算し，励起子吸収の起源を明らかにした。以上
のことはヨ著者が物理学研究者として卓越した能カをもつことを示すと共に，物性物理学の進歩に
貢献する所は極めて大きいということができる。
　よって事著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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